






生体に於ける鉱質代謝恒常性はビタミン D副甲状腺ホルモン等の働きにより腸管からの吸

収,尿中への排泄,骨からの動員及び骨への沈着が合目的々に調節されることにより動的に

保持されている。これらの因子のうち腸管 Ca 吸収はビタミン Dの主要な生理作用として鉱

質代謝調節機構中で中心的役割を演じており,腸管 Ca 吸収の評価は鉱質代謝異常を伴う症

患の病態生理を分析する上で必要不可欠である。 


